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年度 団体名等 論文名

(一社)浜松市歯科医師会
成人歯科専門部会

一般社団法人　浜松市歯科医師会における口腔がん早期発見事業への取り組み

浜松医療センター
歯科口腔外科・感染症内科

浜松市におけるＨＩＶ感染者/ＡＩＤＳ患者の歯科治療体制の整備

浜松市医師会
予防接種委員会

水痘ワクチン定期化に伴う浜松方式の導入過程とその効果
～9月前倒し接種と、3・4歳児任意接種後の2回目接種も公費助成～

浜松赤十字病院
循環器内科

循環器内科と睡眠時無呼吸症候群診療チームによる心血管疾患一次および二次予防を目
指した睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）診療

浜松市医師会
救急医療委員会

静岡県西部地域におけるメディカルコントロール体制確立に向けての経過と今後の課題

浜松市歯科医師会
特殊歯科専門部会

一般社団法人　浜松市歯科医師会における障がい者歯科保健医療への取り組み

聖隷三方原病院
循環器科

超高齢者来院時心肺停止患者の現状

浜松市リハビリテーション病院
リハビリテーション科

えんげと声のセンターの取り組み

浜松市医師会
在宅医療委員会

浜松市の認知症診療体制と基幹型認知症疾患医療センターの取り組みの検討

浜松市医師会
地域保健委員会

地域における減塩活動～減塩・低カロリープロジェクト

浜松市リハビリテーション病院
スポーツ医学センター

スポーツ傷害・成長期運動器傷害に対するスポーツ医学センターの取り組み

浜松医療センター

クルーズ船でアウトブレイクしたCOVID-19症例の浜松医療センターでの受け入れ、
COVID-19症例の自然経過とウイルス排泄に関する記述と当時世界が認めていな
かった唾液検査を用いたPCR検査の従来法との性能評価とその可能性についての
報告論文

聖隷浜松病院
呼吸器外科

非触知肺結節に対する移動式CT及びナビゲーションシステムを用いたマーキング
法の開発

一般社団法人
浜松市歯科医師会

地域包括ケアシステムが深化していく中で、歯科医療の充実に向けての（一社）浜
松市歯科医師会の取り組み

浜松市リハビリテーション病院
自動車運転支援チーム

当院における自動車運転再開支援の取り組み

浜松市医師会
学校保健委員会

運動器検診導入の成果
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一般社団法人浜名医師会 健康寿命延伸のための喫煙対策と新型コロナウイルス対策

一般社団法人磐周医師会
天竜区在宅医療支援チーム

天竜区における地域診断の有用性　～診断・提言・実践を通して～

浜松市リハビリテーション病院 活動報告「浜松いきいきトレーナー養成事業」

浜松医療センター
リハビリテーション技術科

日本語版　Coma Recovery　Scale－Revised　の開発と信頼性・妥当性の検討

一般社団法人浜松市医師会
肺結核・肺がん検診委員会

浜松肺炎地域連携クリニカルパスの作成とその有用性

聖隷浜松病院
リウマチセンター

当院リウマチセンターの取り組みと今後の課題

独立行政法人国立病院機構
天竜病院

医療従事者のプレゼンティーイズムを原因とする重症心身障害児施設における呼吸
器感染症アウトブレイク事例―医療従事者のプレゼンティーイズム防止の必要性―

一般社団法人浜松市医師会
地域保健委員会

かかりつけ医と腎臓専門医の協力を促進する慢性腎臓患者の重症化予防のための
診療システムの10年後の効果（FROM-J10）

浜松市リハビリテーション病院
歯科

活動報告
地域での口腔管理を支える退院時歯科連携システムの構築活動

聖隷浜松病院
肝胆膵外科・外科・救急科・看
護部

既存のER型救命救急センターにおける外科Acute Care Surgeryチームの稼働とトラ
ウマコード導入による外傷診療体制の構築

一般社団法人浜松市医師会
大腸がん検診委員会

浜松市の対策型大腸がん検診における精度管理と便潜血定量化のとりくみ

聖隷三方原病院　小児科
重症心身障がい児のための包括的な呼吸ケアの評価スケール開発に向けた取
り組み

浜松医療センター　整形外科
大腿骨近位部骨折患者における8050問題
―世帯構造と全身（栄養）状態、対側骨折発生との関係―

一般社団法人　浜松市医師会
感染症対策委員会

病院感染対策チームと医師会の協働による新興感染症対策に向けた浜松地区
の医療連携体制構築の取り組み

浜松労災病院　心臓血管外科 県西部の急性大動脈解離の患者さんを救うための努力

浜松市医師会看護高等専修学
校

浜松市における准看護師養成事業の実績と今後の課題

浜松赤十字病院
トランスサイレチン型心アミロイドーシス（ATTR-CM）の早期診断に対する他
科連携の臨床的重要性
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